
Ⅱ．事業評価個表

無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成
員等を
　　記載すること。

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 Ｈ33

　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

臨時保育士人件費 雇用 臨時保育士2名 2,715,018

計 17,797,218

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

保育士人件費 雇用 保育士5名 15,082,200

交付金事業の成果目標

　栄村は、現在13人の未満児を含む39人の園児に対し7名の保育士で対応している状況です。　保護者会
からも、保育士の確保と保育サービスの充実確保を求める声が寄せられています。
　村では、今後も保育士の職員配置の充実と専門性の向上に取組むとともに、保育園児が減少する中、子
育て家庭への支援に力を入れ、延長保育、一時預かりの充実を図っていくこととしています。
　これら保育行政の充実を図り、「子育てに相応しいといわれる村」づくりを目指していくことで地域活性化を
図ることが目標になります。

交付金事業の成果指標
　本交付金事業によって成果目標を達成するには、保育士の確保及び保育サービスの向上が必要となりま
す。本交付金を活用して、今後も保育士を確保し入園希望者の受け入れ、延長保育、一時預かりの充実を
図り、手厚い保育と子育て支援を図っていきます。　　（保育士7名体制を確保）

交付金事業の成果及び評価

　本交付金の活用により、保育士7名を確保することができました。
　保護者からは、園児一人一人をしっかり見てもらえる保育体制を望む声が多くあることから、来年度も保育
士を確保し保育サービスの充実を図っていく予定です。
　国の電源立地地域対策交付金を財源として、保育士の確保を図り保育所運営がされている旨を広く村民
に周知することで、地域の理解促進を図っていく予定です。

総事業費 17,797,218

交付金充当額 14,592,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 14,592,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 栄村

交付金事業実施場所 栄村大字北信70番地（北信保育園）

交付金事業の概要 保育所保育士7名の人件費基本給9ヶ月分。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育所運営事業


